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射水市男女共同参画基本計画に関する指標・目標値一覧 

 

 

目標Ⅰ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり 

課  題 施策の方向  指    標 

(1)男女共同参画に関する意識啓発 
 

①男女の地位の平等感 １ 男女共同参画

の理解と意識

形成 
(2)男女共同参画の視点に立った教育・学習の

推進 
 

②家庭教育に関する学習会・相談会参加率 

③生涯学習講座の年間延べ受講者数 

 

目標２ あらゆる分野へ男女共同参画の促進 

課  題 施策の方向  指    標 

１ 政策・方針決

定の場への女

性の参画促進 

(1)審議会、委員会等への女性の積極的登用 

 

①審議会等における女性委員の割合 

(1)男女が共に参画する地域活動の推進  
②自主防災組織の組織率 

③ＮＰＯ法人認証数 
２ 地域社会にお

ける男女共同

参画の推進 
(2)国際理解・国際交流の推進  ④外国人就学児童・生徒率 

 

目標３ 健康でいきいきと暮らせる環境の整備 

課  題 施策の方向  指    標 

１ 家庭生活と社

会活動の両立

支援 

(1)子育て支援体制の充実 

 ①延長保育・休日保育実施箇所数 

②ファミリーサポートセンターの利用件数 

③父親の育児参加率 

(1)生涯を通じた心身の健康支援  
④総合型地域スポーツクラブの登録 

会員数 

(2)母性保護と健康支援  ⑤乳がん・子宮がん検診の受診率 
２ 生涯を通じた 

健康づくり 

(3)高齢者等の社会参画に対する支援  ⑥健康な高齢者の割合 

 

 

 

 

 

※ この男女共同参画基本計画に関する指標は、市の上位計画である総合計画の成果指標の数値を用いています。 

なお、男女共同参画基本計画と総合計画とでは、計画の初年度で１年間の乖離がありますが、計画の進捗の目安として

活用しているものです。 
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Ⅰ 人権を尊重した男女共同参画の意識づくり 
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25.0

30.0

20.0

16.015.0

15.0
11.0

6.5

0

5

10

15

20

25

30

35

H18 H23 H28

（％）

家庭 職場 慣習等

 

指標１ 男女の地位の平等感 

 

◇指標の説明 

   家庭や職場、慣習等の分野で平等になっていると感じている人の割合 

 ◇指標設定の理由 

   男性も女性も一人の人間として、自らの個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現が求められて 

います。家庭や職場、慣習等の分野において、固定的役割分担意識により、それぞれの個性や能力の発揮が妨げ 

られないことが大切であるため、この指標を設定しています。 

◇現状値 

   家 庭（２０．８％） 

   職 場（１５．０％） 

   慣習等（ ６．５％） 

◇基準・根拠 

   平成１８年市民意識調査 
目標値 

  （総合計画策定のための市民意識調査） 

 

◇目標値 

  家庭（２５％以上）、職場（１６％以上）、慣習等（１１％以上） 平成２３年度 

  家庭（３０％以上）、職場（２０％以上）、慣習等（１５％以上） 平成２８年度 

 ◇参考  

   県目標指標に準拠  

  

指標２ 家庭教育に関する学習会・相談会の参加率 

 

 ◇指標の説明 

 市内全域を対象として開催される各種講座の参加率 

 ◇指標設定の理由 

   家庭は子どもにとって、安らぎの場であると同時に、他人への思いやり、マナーなど、社会生活を営んでいく 

ために必要な能力を育む場です。児童・生徒の保護者が、子どもの発達段階に応じて家庭教育の意義と役割を 

学ぶことが重要であることから、この指標を設定しています。 

 ◇現状値  

   ４９．５％（平成２０年度） 
 （％） 

 ◇基準・根拠 

39.8
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目標値 
   各年３月３１日現在 

 ◇目標値 

   ５０．０％（平成２９年度） 

 ◇参考 

   【 総合計画 ２部 １章 ３節 】 
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 指標３ 生涯学習講座の年間延べ受講者数 

 

 ◇指標の説明 

   地区公民館、働く婦人の家、勤労青少年ホームで開催される各種講座の年間延べ受講者数 

 ◇指標設定の理由 

   生きがいとしての趣味や自己の能力を高める教養等の学習意欲の高まりの中で男女共同参画に関する理解と 

認識を深めることが大切であることから、この指標を設定しています。 

 ◇現状値 

   ４４，２５９人（平成２０年度） 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日 

 

 ◇目標値 

   ６０，０００人（平成２９年度） 

 ◇参考 

   【 総合計画 ２部 ２章 １節 】 
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Ⅱ あらゆる分野への男女共同参画の推進 

 

 指標１ 審議会等における女性委員の登用率 

 

 ◇指標の説明 

   市の附属機関として設置されている審議会等の委員に占める女性委員の割合 

 ◇指標設定の理由 

   市政における政策・方針決定過程への男女共同参画の達成状況を示す指標として設定しています。 

 ◇現状値 

   ３３．９％（平成２０年度） 

 40

 

 ◇基準・根拠 

   毎年３月３１日現在 

 ◇目標値 
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33.1
33.9

35.0

40.0

25

30

35

40

45

H18 H19 H20 H23 H28

   ３５．０％（平成２３年度） 
目標値 

   ４０．０％（平成２８年度） 

◇参考 

   県目標指標  ３６．０％（平成２３年）  ４０．０％（平成２７年） 

   ＜県の女性委員の割合の推移：各年６月１日現在＞ 

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０    

３２．４％ ３３．６％ ３４．８％    

   ＜国における審議会等の女性委員の割合＞ 

平成 19 年 9月 30 日現在 平成 20 年度 9 月 30 日現在 目標（２０１０年度末） 目標（２０２０年度末）

３２．６％ ３２．４％ ３３．３％ ４０％ 

   【 総合計画 ２部 ４章 １節 】 

 

 指標２ 自主防災組織の組織率 

 

 ◇指標の説明 

   管内世帯数（住民基本台帳）の内、自主防災組織が組織されている地域の世帯数の割合 

 ◇指標設定の理由 

   地域防災力の向上において女性の果たす役割は重要であり、その中心となる自主防災組織の組織化と女性の 

参画（視点）を進めることが大切であることから、この指標を設定しています。 

 ◇現状値 

   ６０．９％（平成２０年度） 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日現在 

 ◇目標値  

  ９０．０％（平成２９年度） 

 ◇参考 

   【 総合計画 ４部 ４章 ２節 】 
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目標値 



 

 

 

指標３ ＮＰＯ法人認証数 

 

 ◇指標の説明 

   特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）に基づき法人格を取得した団体数 

 ◇指標設定の理由 

   市民（公益）活動に積極的に参画することは男女共同参画社会の形成に重要であることから、この指標を設定して 

います。 
(法人) 

 ◇現状値 
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目標値 

   ２３法人（平成２０年度） 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日 

 ◇目標値 

   ６０法人（平成２９年度） 

 ◇参考 

   【 総合計画 ５部 １章 １節 】 

 

 

 指標４ 外国人就学児童・生徒率 

 

 ◇指標の説明 

   小学校（中学校）の学齢期にある外国人登録者数の内、外国人児童数（生徒数）の割合 

 ◇指標設定の理由 

   男女共同参画の推進は国際社会の取組と密接に関係しています。また、外国人の定住化が進む中、在住外国人も 

社会の一員として、地域社会と共生していくことが求められています。その中で、日本語が十分に理解できないこ 

とによるコミュニケーション不足を解消し、生活習慣・文化の違いを互いに理解すること等により、外国人児童・ 

生徒の就学率を向上することが大切なことから、この指標を設定しています。 

  ◇現状値 

   小学生 ７８．５％（平成２０年度） 
(%) 

   中学生 ７０．０％（平成２０年度） 

74.4
70.2

78.5
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70.4
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50
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小学生 中学生

目標値 

 ◇基準・根拠 

   各年５月１日現在 （学校基本調査） 

  

◇目標値 

   小学生 ９０．０％（平成２９年度） 

   中学生 ９０．０％（平成２９年度） 

 ◇参考    

射水市民国際交流協会（語学講座等開催） ＨＰアドレス http：//icia.dip.jp 

   【 総合計画 ２部 ３章 ２節 】 
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Ⅲ 健康でいきいきと暮らせる環境整備 

 

 指標１ 延長保育、休日保育実施箇所数 

 

 ◇指標の説明 

   延長保育、休日保育を実施している保育園の数 

  ◇指標設定の理由 

 仕事と子育ての両立のためには、安心して子どもを預けられる環境の整備が欠かせないことから、この指標を設定 

しています。 

 ◇現状値 

   全保育園（２６園）の内、延長保育は２３箇所、 

休日保育は５箇所で実施（平成２０年度） 
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休日保育 延長保育

 

目標値 

(か所) 
 ◇基準・根拠 

   各年４月１日現在 

 

 ◇目標値 

   延長保育 ２４箇所（平成２９年度）  

   休日保育  ７箇所（平成２９年度） 

 ◇参考    

   【 総合計画 １部 １章 １節 】 

 

 

 

指標２ ファミリーサポートセンターの利用件数 

 

 ◇指標の説明 

   ファミリーサポートセンターの年間利用件数 

 ◇指標設定の理由 

 仕事と子育ての両立ためには、安心して子どもを預けられる環境の整備が欠かせないことから、この指標を設定し 

ています。 

 ◇現状値 

   １４４件（平成２０年度） 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日現在 

 

 ◇目標値 

   ７２０件（平成２９年度） 

 ◇参考    

   【 総合計画 １部 １章 １節 】 
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指標３ 父親の育児参加率 

 

 ◇指標の説明 

   父親の育児参加の割合 

 ◇指標設定の理由 

   女性は就労のいかんにかかわらず、家事・育児・介護等の家庭生活の役割を多く担っています。男性も女性も 

お互いが協力し合い、家庭生活と他の活動の両立できることが男女共同参画社会の形成に必要なことから、この  

指標を設定しています。 

(%)  ◇現状値 
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   ８８．９％（平成２０年度） 

 ◇基準・根拠 
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50
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H18 H19 H20 H29

増加    各年３月３１日現在 

   乳幼児健康診査アンケート 

 

 ◇目標値 

   増加   （平成２９年度） 

◇参考    

   【 総合計画 １部 １章 １節 】 

 

 

 指標４ 総合型地域スポーツクラブの登録会員数 

 

 ◇指標の説明 

   総合型地域スポーツクラブ（市内５クラブ）の登録会員数 

 ◇指標設定の理由 

   ＮＰＯ法人格を有する市内５つの総合型地域スポーツクラブが、地域密着型の生涯スポーツの活動拠点として世代 

  間交流や地域コミュニティの醸成を通じ、心身の健康づくりに寄与することから、この指標を設定しています。 

 ◇現状値 

   ３，６８７人（平成２０年度） 

3,725
3,560

3,687

4,500

2,000

3,000

4,000

5,000

H18 H19 H20 H29

目標値 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日現在 

  

 ◇目標値 

   ４，５００人（平成２９年度） 

◇参考    

   【 総合計画 ２部 ２章 ３節 】 

 

 

 



 

 

  

指標５ 乳がん・子宮がん検診率 

 

 ◇指標の説明 

   市が実施する乳がん検診や子宮がん検診の受診率 

 ◇指標設定の理由 

   女性はライフサイクルを通じて男性と異なった健康上の問題に直面することから、女性特有のがん対策予防の 

受診率を高めることを指標として設定しています。 

 ◇現状値 
(%) 

   乳がん  ３０．０％（平成２０年度） 

26.4

28.9
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乳がん 子宮がん

目標値 

   子宮がん ２９．８％（平成２０年度） 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日現在 

 

 ◇目標値 

   乳がん  ３５．０％（平成２９年度） 

   子宮がん ３５．０％（平成２９年度） 

 ◇参考    

   【 総合計画 １部 １章 ２節 】 

 

 

 指標６ 健康な高齢者の割合 

  

 ◇指標の説明 

   高齢者で、要支援・要介護認定を受けていない人の割合 

 ◇指標設定の理由 

   高齢期の男女が自立していきいきと生活し、他の世代とともに社会（まちづくり）に参画していくことが男女 

共同参画社会の形成に必要なことから、この指標を設定しています。 

 ◇現状値 
(%) 

   ８２．５％（平成２０年度） 

82.9 82.4 82.5
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目標値 

 ◇基準・根拠 

   各年３月３１日現在 

   第１号被保険者数の内、要支援・要介護 

認定者を受けていない人の割合 

 ◇目標値 

   ８５．０％（平成２９年度） 

 ◇参考    

   【 総合計画 １部 １章 ３節 】 
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射水市男女共同参画推進条例 

 

目次 

 前文 

 第１章 総則（第１条－第８条） 

 第２章 基本的施策等（第９条－第１６条） 

 第３章 射水市男女共同参画審議会（第１７条・第１８条） 

 第４章 雑則（第１９条） 

 附則 

 

 射水市は、豊かな自然や長い歴史と輝かしい文化に恵まれた、誇りと希望にあふれるまちである。 

 ここに、男女が互いの人権を尊重し、一人ひとりが個性豊かでいきいきと暮らす活気と輝きに満ちた男女共

同参画社会の実現を目指すため、この条例を制定する。 

 

   第１章 総則 

（目的） 

第 1条 この条例は、男女共同参画の推進に関し、基本理念を定め、市、市民及び事業者等の責務を明らかに

するとともに、本市の男女共同参画の推進に関する施策の基本となる事項を定めることにより、男女共同参

画を総合的かつ計画的に推進し、もって男女共同参画社会を実現することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

⑴ 男女共同参画 男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における

活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受する

ことができ、かつ、共に責任を担うことをいう。 

⑵ 積極的改善措置 社会のあらゆる分野における活動に参画する機会について男女間の格差を改善する

ため、必要な範囲内において男女いずれか一方に対し、当該機会を積極的に提供することをいう。 

 ⑶ 市民 市内に住所を有する者、勤務する者及び在学する者をいう。 

 ⑷ 事業者等 市内において事業を行う個人及び法人その他の団体をいう。 

⑸ セクシュアル・ハラスメント 相手の意に反した性的な言動により、相手に不快感若しくは不利益を与

え、又は生活環境を害する行為をいう。 

 （基本理念） 

第３条 男女共同参画の推進は、次の基本理念に基づいて行われなければならない。 

⑴ 男女の個人としての尊厳が重んじられ、直接的であるか間接的であるかを問わず性別による差別的取扱    

いを受けないこと、自立した個人として能力を発揮する機会が確保されること、その他男女の人権が尊重

されること。 

 ⑵ 固定的な役割分担意識等に基づく制度や慣行が男女の社会における活動の自由な選択に対して影響を

及ぼすことのないように配慮されなければならないこと。 
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 ⑶ 男女が社会の対等な構成員として、市又は事業者等が行う政策又は方針の立案及び決定に対等な立場で

参画できる機会が確保されること。 

 ⑷ 家族を構成する男女が相互の協力と社会の支援の下に、子育て、家族の介護その他の家庭生活において

役割を円滑に果たし、かつ、職場や地域等のあらゆる分野の活動に対等に参画し、両立できるように配慮

されること。 

 ⑸ 男女が、互いの性を理解し、特に女性の妊娠、出産等に関する特性について配慮するとともに、生涯を

通じて健康な生活ができる環境が整えられること。 

 ⑹ 男女共同参画の推進は、国際社会における取組と密接な関係を有していることにかんがみ、本市の地域

特性として在住外国人との相互理解や交流を深め、その推進は国際的な協調の下に行われること。 

 （市の責務） 

第４条 市は、基本理念（前文及び第３条に定める男女共同参画の推進についての基本理念をいう。以下同じ。）

にのっとり、男女共同参画の推進に関する施策（積極的改善措置を含む。以下「男女共同参画推進施策」と

いう。）を総合的に策定し、実施しなければならない。 

２ 市は、男女共同参画の推進に当たり、必要な体制の整備に努めるものとする。 

３ 市は、男女共同参画の推進に当たり、国、他の地方公共団体、市民及び事業者等と連携して取り組むもの

とする。 

 （市民の責務） 

第５条 市民は、基本理念に対する理解を深め、家庭、職場、学校、地域その他のあらゆる社会の分野におい

て、男女共同参画の推進に努めるものとする。 

２ 市民は、市が実施する男女共同参画推進施策に協力するよう努めるものとする。 

 （事業者等の責務） 

第６条 事業者等は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、男女共同参画の推進に努める

ものとする。 

２ 事業者等は、その事業活動を行うに当たっては、男女が対等に参画する機会の確保に努めるとともに、そ

の事業に従事する者の活動と家庭生活における活動の両立が可能となるよう環境整備に努めるものとする。 

３ 事業者等は、市が実施する男女共同参画推進施策に協力するよう努めるものとする。 

（性別による権利侵害の禁止） 

第７条 何人も、家庭、職場、学校、地域その他の社会のあらゆる場において、性別による差別的取扱い及び

セクシュアル・ハラスメントを行ってはならない。 

２ 何人も、男女間において、身体的、精神的、性的又は経済的暴力行為その他の暴力行為を行ってはならな

い。 

 （公衆に向けて情報を発信する場合の配慮） 

第８条 何人も、公衆に表示する情報については、性別による固定的な役割分担意識、差別及び暴力を連想さ

せ、又は助長させる表現若しくは過度の性的な表現を行わないように配慮しなければならない。 

 

   第２章 基本的施策等 

（基本計画） 
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第９条 市長は、男女共同参画推進施策の総合的かつ計画的な実施を図るため、男女共同参画の推進に関する

基本的な計画（以下「基本計画」という。）を策定するものとする。 

２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

⑴ 総合的かつ長期的に講ずべき男女共同参画推進施策の大綱 

⑵ 前号の大綱に基づき実施すべき具体的な推進施策 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、男女共同参画推進施策を総合的かつ計画的に実施するために必要な事項 

３ 市長は、基本計画を策定するに当たっては、あらかじめ、第１７条に規定する射水市男女共同参画審議会

に意見を求めるとともに、広く市民の意見を反映することができるよう適切な措置を講ずるものとする。 

４ 市長は、基本計画を策定し、又は変更したときは、速やかに、これを公表するものとする。 

 （市民及び事業者等の理解を深めるための措置） 

第１０条 市は、男女共同参画の推進について、市民及び事業者等の理解を深めるため、広報活動を行うとと

もに、あらゆる機会を通じて情報を提供するよう努めるものとする。 

 （調査研究） 

第１１条 市は、男女共同参画推進施策を策定し、効果的に実施するため、必要な調査研究を行うものとする。 

 （自主的な推進活動に対する支援） 

第１２条 市は、市民及び事業者等が男女共同参画社会の形成の推進に資する自主的な活動を支援するため、

情報の提供その他必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

 （報告） 

第１３条 市は、男女共同参画推進施策の実施状況について、毎年、これを公表するものとする。 

 （男女共同参画推進員） 

第１４条 市は、市民による主体的な男女共同参画の推進を図るため、射水市男女共同参画推進員（以下｢推

進員｣という。)を置くものとする。 

２ 推進員は、地域において基本計画の周知を図るとともに、地域における男女共同参画を推進するため必要

な啓発活動を行うものとする。 

 （拠点施設の設置） 

第１５条 市は、男女共同参画社会の形成を推進するための拠点となる施設を設置するものとする。 

（苦情及び相談への対応） 

第１６条 市は、市が実施する男女共同参画推進施策又は男女共同参画の推進に影響を及ぼすと認められる施

策について、市民及び事業者等から苦情があった場合は、その処理のために必要な措置を講ずるものとする。 

２ 市は、性別に基づく人権の侵害等に関する市民の相談に誠実に対応し、関係機関と連携を図り、適切な処

理に努めるものとする。 

 

   第３章 射水市男女共同参画審議会 

 （射水市男女共同参画審議会） 

第１７条 基本計画及び男女共同参画の推進に関する重要事項について、調査及び審議するため射水市男女共

同参画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 
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２ 審議会は、この条例に規定する事項その他男女共同参画の推進に関する事項について市長の諮問に応ずる

ほか、男女共同参画の推進に関し必要な事項について、市長に意見を述べることができる。 

 （組織等） 

第１８条 審議会は、委員１５名以内で組織する。この場合において、男女のいずれか一方の委員の数は、委

員の総数の１０分の４未満であってはならない。 

２ 委員は、男女共同参画社会の形成の推進に関して見識を有する者で、次に掲げるもののうちから、市長が

委嘱する。 

⑴ 学識経験を有する者 

⑵ 関係団体を代表する者 

⑶ 関係行政機関の職員 

⑷ 公募による市民 

３ 委員の任期は２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

 

   第４章 雑則 

 （委任） 

第１９条 この条例の施行に関して必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例の施行の際、現に策定されている基本計画は、第９条の規定に基づき策定された基本計画とみな

す。 
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射水市男女共同参画審議会運営要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、射水市男女共同参画推進条例（平成１８年射水市条例第６５号。）第１７条に規定する射

水市男女共同参画審議会（以下「審議会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（会長等） 

第２条 審議会に会長及び副会長各１名を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第３条 審議会の会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。 

４ 審議会の会議は、原則として公開するものとする。ただし、会長が特に必要と認めるときは、審議会に諮

り、会議を非公開にすることができる。 

 （庶務） 

第４条 審議会の庶務は、市長公室市民協働課において処理する。 

 （その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って定める。 

 

附 則 

 この告示は、平成１９年４月１日から施行する。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 射水市市長公室市民協働課男女共同参画推進班  
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 ＴＥＬ ０７６６－５７－１６２４ 
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